
 

■授業
じゅぎょう

の目標
もくひょう

：J４からＪ６の学生
がくせい

を対象
たいしょう

とする。

学生
がくせい

が知識
ち し き

として持
も

っている文型
ぶんけい

や語彙
ご い

を，日常
にちじょう

生活
せいかつ

のみならず，大学
だいがく

での学習
がくしゅう

や研究
けんきゅう

活動
かつどう

の

様々
さまざま

な場面
ば め ん

で活用
かつよう

できるレベルに高
たか

めることを目
め

指
ざ

す。 

■授業
じゅぎょう

の内容
な い よ う

：文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，読解
どっかい

，語彙
ご い

，作文
さ くぶん

，

聴
ちょう

解
かい

会話
か い わ

について，広
ひろ

く扱
あつか

う。 中級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

Ａで

は，読解
どっかい

素材
そ ざ い

を軸
じ く

とし，ディスカッションや作文
さ くぶん

な

どを行
おこな

う。また，学生
がくせい

個々
こ こ

のレベルに応
おう

じた文型
ぶんけい

や語彙
ご い

についても扱
あつか

う。 

■授業
じゅぎょう

計画
けい か く

：教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

とＷｅｂ上
じょう

の教材
きょうざい

を利用
り よ う

し

た学習
がくしゅう

を効果的
こ う か て き

に組
く

み合
あ

わせながら授業
じゅぎょう

を進
すす

め

る。教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

では，ディスカッションやグループワ

ーク，Ｗｅｂ上
じょう

では個々
こ こ

の能力
のうりょく

別
べつ

の文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，お

よび語彙
ご い

学習
がくしゅう

を行
おこな

う。 また，作文
さ くぶん

や読解
どっかい

などの

宿題
しゅくだい

も課
か

すため，参加者
さ ん か し ゃ

は授業
じゅぎょう

時間外
じ か ん が い

にも与
あた

え

られた課題
か だ い

を行
おこな

わなければならない。さらに，

必要
ひつよう

に応
おう

じてテレプレゼンスを利用
り よ う

し，個々
こ こ

の

学生
がくせい

への作文
さ くぶん

フィードバック，質問
しつもん

対応
たいおう

なども行
おこな

う。 

■成績
せいせき

評価
ひ ょ う か

方法
ほ う ほ う

・基準
き じ ゅ ん

：出席
しゅっせき

および授業
じゅぎょう

への

参加度
さ ん か ど

２５％，Ｗｅｂ教材
きょうざい

学習
がくしゅう

２５％，作文
さ くぶん

等
と う

の

課題
か だ い

２５％，期末
き ま つ

文法
ぶんぽう

テストおよび期末
き ま つ

レポート   

２５％ 

■テキスト：特
と く

に指定
し て い

せず。 

■参考
さ ん こ う

文献
ぶんけん

：授業
じゅぎょう

で適宜
て き ぎ

紹介
しょうかい

する。 

■準備
じ ゅんび

学習
がくしゅう

・その他
た

（ＨＰ等）：必要
ひつよう

な準備
じゅんび

学習
がくしゅう

については，毎回
まいかい

の授業
じゅぎょう

で指示
し じ

する。 

 

■授業
じゅぎょう

の目標
もくひょう

：J４からＪ６の学生
がくせい

を対象
たいしょう

とする。

学生
がくせい

が知識
ち し き

として持
も

っている文型
ぶんけい

や語彙
ご い

を，日常
にちじょう

生活
せいかつ

のみならず，大学
だいがく

での学習
がくしゅう

や研究
けんきゅう

活動
かつどう

の

様々
さまざま

な場面
ば め ん

で活用
かつよう

できるレベルに高
たか

めることを目
め

指
ざ

す。 

■授業
じゅぎょう

の内容
な い よ う

：文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，読解
どっかい

，語彙
ご い

，作文
さ くぶん

，

聴
ちょう

解
かい

会話
か い わ

について，広
ひろ

く扱
あつか

う。 中級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

Ｂで

は，視聴覚
し ち ょ う か く

素材
そ ざ い

を軸
じ く

とし，ディスカッションやプレ

ゼンテーションなどを行
おこな

う。また，学生
がくせい

個々
こ こ

のレベ

ルに応
おう

じた文型
ぶんけい

や語彙
ご い

についても扱
あつか

う。 

■授業
じゅぎょう

計画
けい か く

：教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

とＷｅｂ上の教材
きょうざい

を利用
り よ う

し

た学習
がくしゅう

を効果的
こ う か て き

に組
く

み合
あ

わせながら授業
じゅぎょう

を進
すす

め

る。教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

では，ディスカッションやグループワ

ーク，Ｗｅｂ上
じょう

では個々
こ こ

の能力
のうりょく

別
べつ

の文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，お

よび語彙
ご い

学習
がくしゅう

を行
おこな

う。 また，作文
さ くぶん

や読解
どっかい

などの

宿題
しゅくだい

も課
か

すため，参加者
さ ん か し ゃ

は授業
じゅぎょう

時間外
じ か ん が い

にも与
あた

え

られた課題
か だ い

を行
おこな

わなければならない。さらに，

必要
ひつよう

に応
おう

じてテレプレゼンスを利用
り よ う

し，個々
こ こ

の

学生
がくせい

への作文
さ くぶん

フィードバック，質問
しつもん

対応
たいおう

なども行
おこな

う。 

■成績
せいせき

評価
ひ ょ う か

方法
ほ う ほ う

・基準
き じ ゅ ん

：出席
しゅっせき

および授業
じゅぎょう

への

参加度
さ ん か ど

２５％，Ｗｅｂ教材
きょうざい

学習
がくしゅう

２５％，作文
さ くぶん

等
と う

の

課題
か だ い

２５％，期末
き ま つ

文法
ぶんぽう

テストおよび期末
き ま つ

プレゼンテ

ーション２５％ 

■テキスト：特
と く

に指定
し て い

せず。 

■参考
さ ん こ う

文献
ぶんけん

：授業
じゅぎょう

で適宜
て き ぎ

紹介
しょうかい

する。 

■準備
じ ゅんび

学習
がくしゅう

・その他
た

（ＨＰ等）：必要
ひつよう

な準備
じゅんび

学習
がくしゅう

については，毎回
まいかい

の授業
じゅぎょう

で指示
し じ

する。 

 

 

 

中級日本語Ａ        新座 

（文法，聴解・会話，読解・作文） 
Intermediate Japanese A 
 

担当者：高橋 雅子 (Takahashi, Masako) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 

中級日本語Ｂ         新座 

（文法，聴解・会話，読解・作文） 
Intermediate Japanese B 
 

担当者：谷 啓子 (Tani, Keiko) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 
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■授業
じゅぎょう

の目標
もくひょう

：J４からＪ６の学生
がくせい

を対象
たいしょう

とする。

学生
がくせい

が知識
ち し き

として持
も

っている文型
ぶんけい

や語彙
ご い

を，日常
にちじょう

生活
せいかつ

のみならず，大学
だいがく

での学習
がくしゅう

や研究
けんきゅう

活動
かつどう

の

様々
さまざま

な場面
ば め ん

で活用
かつよう

できるレベルに高
たか

めることを目
め

指
ざ

す。 

■授業
じゅぎょう

の内容
な い よ う

：文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，読解
どっかい

，語彙
ご い

，作文
さ くぶん

，

聴
ちょう

解
かい

会話
か い わ

について，広
ひろ

く扱
あつか

う。 中級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

Ｃで

は，読解
どっかい

素材
そ ざ い

を軸
じ く

とし，ディスカッションや作文
さ くぶん

な

どを行
おこな

う。また，学生
がくせい

個々
こ こ

のレベルに応
おう

じた文型
ぶんけい

や語彙
ご い

についても扱
あつか

う。 

■授業
じゅぎょう

計画
けい か く

：教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

とＷｅｂ上
じょう

の教材
きょうざい

を利用
り よ う

し

た学習
がくしゅう

を効果的
こ う か て き

に組
く

み合
あ

わせながら授業
じゅぎょう

を進
すす

め

る。教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

では，ディスカッションやグループワ

ーク，Ｗｅｂ上
じょう

では個々
こ こ

の能力
のうりょく

別
べつ

の文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，お

よび語彙
ご い

学習
がくしゅう

を行
おこな

う。 また，作文
さ くぶん

や読解
どっかい

などの

宿題
しゅくだい

も課
か

すため，参加者
さ ん か し ゃ

は授業
じゅぎょう

時間外
じ か ん が い

にも与
あた

え

られた課題
か だ い

を行
おこな

わなければならない。さらに，

必要
ひつよう

に応
おう

じてテレプレゼンスを利用
り よ う

し，個々
こ こ

の

学生
がくせい

への作文
さ くぶん

フィードバック，質問
しつもん

対応
たいおう

なども行
おこな

う。 

■成績
せいせき

評価
ひ ょ う か

方法
ほ う ほ う

・基準
き じ ゅ ん

：出席
しゅっせき

および授業
じゅぎょう

への

参加度
さ ん か ど

２５％，Ｗｅｂ教材
きょうざい

学習
がくしゅう

２５％，作文
さ くぶん

等
と う

の

課題
か だ い

２５％，期末
き ま つ

文法
ぶんぽう

テストおよび期末
き ま つ

レポート   

２５％ 

■テキスト：特
と く

に指定
し て い

せず。 

■参考
さ ん こ う

文献
ぶんけん

：授業
じゅぎょう

で適宜
て き ぎ

紹介
しょうかい

する。 

■準備
じ ゅんび

学習
がくしゅう

・その他
た

（ＨＰ等）：必要
ひつよう

な準備
じゅんび

学習
がくしゅう

については，毎回
まいかい

の授業
じゅぎょう

で指示
し じ

する。 

 

 

 

■授業
じゅぎょう

の目標
もくひょう

：J４からＪ６の学生
がくせい

を対象
たいしょう

とする。

学生
がくせい

が知識
ち し き

として持
も

っている文型
ぶんけい

や語彙
ご い

を，日常
にちじょう

生活
せいかつ

のみならず，大学
だいがく

での学習
がくしゅう

や研究
けんきゅう

活動
かつどう

の

様々
さまざま

な場面
ば め ん

で活用
かつよう

できるレベルに高
たか

めることを目
め

指
ざ

す。 

■授業
じゅぎょう

の内容
な い よ う

：文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，読解
どっかい

，語彙
ご い

，作文
さ くぶん

，

聴
ちょう

解
かい

会話
か い わ

について，広
ひろ

く扱
あつか

う。 中級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

Ｄで

は，視聴覚
し ち ょ う か く

素材
そ ざ い

を軸
じ く

とし，ディスカッションやプレ

ゼンテーションなどを行
おこな

う。また，学生
がくせい

個々
こ こ

のレベ

ルに応
おう

じた文型
ぶんけい

や語彙
ご い

についても扱
あつか

う。 

■授業
じゅぎょう

計画
けい か く

：教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

とＷｅｂ上
じょう

の教材
きょうざい

を利用
り よ う

し

た学習
がくしゅう

を効果的
こ う か て き

に組
く

み合
あ

わせながら授業
じゅぎょう

を進
すす

め

る。教室
きょうしつ

授業
じゅぎょう

では，ディスカッションやグループワ

ーク，Ｗｅｂ上
じょう

では個々
こ こ

の能力
のうりょく

別
べつ

の文法
ぶんぽう

・文型
ぶんけい

，及
およ

び語彙
ご い

学習
がくしゅう

を行
おこな

う。 また，作文
さ くぶん

や読解
どっかい

などの

宿題
しゅくだい

も課
か

すため，参加者
さ ん か し ゃ

は授業
じゅぎょう

時間外
じ か ん が い

にも与
あた

え

られた課題
か だ い

を行
おこな

わなければならない。さらに，

必要
ひつよう

に応
おう

じてテレプレゼンスを利用
り よ う

し，個々
こ こ

の

学生
がくせい

への作文
さ くぶん

フィードバック，質問
しつもん

対応
たいおう

なども行
おこな

う。 

■成績
せいせき

評価
ひ ょ う か

方法
ほ う ほ う

・基準
き じ ゅ ん

：出席
しゅっせき

および授業
じゅぎょう

への

参加度
さ ん か ど

２５％，Ｗｅｂ教材
きょうざい

学習
がくしゅう

２５％，作文
さ くぶん

等
と う

の

課題
か だ い

２５％，期末
き ま つ

文法
ぶんぽう

テストおよび期末
き ま つ

プレゼンテ

ーション２５％ 

■テキスト：特
と く

に指定
し て い

せず。 

■参考文献：授業
じゅぎょう

で適宜
て き ぎ

紹介
しょうかい

する。 

■準備
じ ゅんび

学習
がくしゅう

・その他
た

（ＨＰ等）：必要
ひつよう

な準備
じゅんび

学習
がくしゅう

については，毎回
まいかい

の授業
じゅぎょう

で指示
し じ

する。 

 

 

中級日本語Ｃ        新座 

（文法，聴解・会話，読解・作文） 
Intermediate Japanese C 
 

担当者：高橋 雅子 (Takahashi, Masako) 

開講学期：後期 

単位数：１単位 

中級日本語Ｄ        新座 

（文法，聴解・会話，読解・作文） 
Intermediate Japanese D 
 

担当者：谷 啓子 (Tani, Keiko) 

開講学期：後期 

単位数：１単位 
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■授業の目標：日本の社会や文化，特にビジ

ネスやサービスに関連したトピックを取り上げ，

それらの知識を獲得すると同時に，高度な日

本語文型や語彙を増やす。 

■授業の内容：「日本の企業風土」「日本的

経営」「日本型サービス」をトピックとして取り上

げ，それぞれについて知ると同時に，それらの

トピックを語る際に使われる語彙や文型につい

て学び，自らがそれらを理解するのみでなく，

使えるような課題を行う。 

■授業計画：「日本の企業風土」「日本的経

営」「日本型サービス」それぞれの専門家をゲ

ストスピーカーとして招き，ゲストスピーカーから

の講義を軸として授業をすすめる。講義の前

には事前学習として，それぞれのトピックにつ

いての基本的知識や専門的な語彙や文型を

学び，講義の後には，内容理解やディスカッシ

ョン，レポート作成などを実施する。事前学習，

ゲストスピーカーによる講義，事後学習という

流れの中で学ぶことが重要であるため，責任

を持って授業に参加できる者の履修を望む。 

■成績評価方法・基準：出席および参加度    

３０％，宿題２５％，各トピックのレポート４５％

（１５％×３回） 

■テキスト：指定しないが，必要なものを適宜

配布する。 

■参考文献：授業で適宜紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

 

 

■授業の目標：卒業論文や学術的な論文作

成に必要とされる語彙，文型，スキルについて

学び，高度な日本語論文作成能力がつくよう

になる。 

■授業の内容：日本語の論文の構成，スタイ

ル，使用される語彙や接続表現，文型の特徴

について学び，自らがそれらを用いて構成の

組み立てや短文作成などを行う。その後，実

際の論文作成を行い，実践力をつける。講義

も行うが，参加者自身の論文作成に基づいた

授業を行う。 

■授業計画：毎回，「論文構成」「語彙」「接続

表現」などのテーマを決め，そのテーマに沿っ

た学習および短文作成を行う。随時，論文要

約なども取り入れながら，作成する文章を徐々

に長く，高度なものにしていき，最終的には１

つのまとまった論文作成を行う。参加者それぞ

れが問題意識を持ち，自分の間違いに気づき，

それを修正していくスキルが身につくように授

業を行う。 

学術論文，卒業論文の作成に困難を感じて

いる者には特に履修をすすめる。 

■成績評価方法・基準：出席および参加度    

３０％，宿題・提出物などの課題３０％，最終課

題（論文・レポート）４０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは適宜配

布する。 

■参考文献：クラスで適宜紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。  

Ｊ８―１Ｃ         新座 

（日本の文化・社会Ｃ） 
 

担当者：高橋 雅子 (Takahashi, Masako) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 

Ｊ８―３           新座 

（日本語論文作成法） 
 

担当者：谷 啓子(Tani, Keiko) 

開講学期：後期 

単位数：１単位 
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■授業の目標：日本語で書かれた学術論文

の内容が読み取れることを目指し，日本語論

文の構成，語彙などについて学ぶ。 

■授業の内容：参加者の専門に沿った学術

論文を数編選び，「構成」「スタイル」「語彙」

「文型」「文末表現」「引用の仕方」「参考文献

の提示方法」などの点に留意しながら読む。ま

た，読み取った内容を簡潔に要約する訓練も

行う。 

■授業計画：参加者の専門ごとに，学術論文

を数編ずつ選び，日本語学術論文の特徴に

留意しながら読む。毎週１つの論文を読み（宿

題），その論文から読み取れる日本語論文の

特徴について講義およびディスカッションを行

う。論文独特の語彙や表現については，例文

などを提示しながら，短文作成を行う。さらに，

いくつかの論文については，要約を行い，読

み取った内容を簡潔にまとめる練習も行う。 

■成績評価方法・基準：出席および参加度    

３０％，宿題・提出物など４０％，論文のレジュ

メ発表３０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは適宜配

布する。 

■参考文献：授業で適宜紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

 

■授業の目標：日本での就職活動に必要な

日本語やビジネスマナー，様々なスキルを学

び，それが使えるようになる。 

■授業の内容：就職活動に必要な日本語に

関連する様々な事柄―「エントリーシートの書

き方」「自己ＰＲの仕方」「集団面接の受け方」

「個人面接の受け方」などを実践的に学ぶ。さ

らに，面接に行く際のマナーなどについても学

ぶ。 

■授業計画：就職活動の際に必要とされる日

本語に関連する事柄を，大きく「作文スキル」

「発話スキル」「ビジネスマナー」に分類し，そ

れぞれについて実例を挙げながら実践的に学

ぶ。「作文スキル」「発話スキル」については，

実際に自分で何度も書いたり話したりする活

動を行い，それに対するフィードバックを受け

ることでスキルアップを目指す。また，服装や

態度などのビジネス関連マナーについても学

び，それを実際の就職活動に活かすことがで

きるようにする。 

■成績評価方法・基準：出席および授業への

参加度３５％，宿題および様々な作文などの

課題３５％，期末に実施するエントリーシート作

成と面接３０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものはクラスで

配布する。 

■参考文献：必要なものは授業で紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業時に指示する。 

  

Ｊ８―４            新座   

（日本語論文読解） 
 

担当者：谷 啓子(Tani, Keiko) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 

Ｊ８―５Ａ          新座 

（キャリアジャパニーズＡ） 
 

担当者：栗田 奈美 (Kurita, Nami) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 
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■授業の目標：日本独特の就職試験（主とし

て国語分野）を突破するために必要な知識と

スキルを身につける。 

■授業の内容：就職試験の国語分野，常識

分野の試験問題を数多く解き，それについて

の説明を受けることで，日本の就職試験の傾

向を知ると同時に，対応スキルを身につける。 

■授業計画：就職試験問題を数多く知るため

に，毎回，たくさんの問題に取り組む。効率的

に授業をすすめるために，宿題としても試験問

題を課し，授業中は解説や質問対応などによ

り多く時間を割く。個々の試験問題についての

解説なども行うが，主として参加者が積極的に

与えられた問題に数多く取り組み，それを通し

て就職試験について「知ろう」とする姿勢が必

要である。 

■成績評価方法・基準：出席および質問など

授業への参加度３０％，宿題３５％，就職試験

形式の最終テスト３５％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは適宜配

布する。 

■参考文献：指定しない。授業で適宜紹介す

る。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

 

■授業の目標：ビジネスで必要とされる構文レ

ベルの日本語力（聴解，発話）を身につける。 

■授業の内容：ビジネス場面で必要とされる

構文レベルの口頭日本語能力―敬語や待遇

表現―について，電話応対，依頼，報告，相

談，など実際の場面を設定して実践的に学び，

それが使えるように練習する。また，プレゼンテ

ーションの仕方についてもスキルアップを目指

す。 

■授業計画：ビジネス場面で共通に求められ

る敬語や待遇表現について，様々なビジネス

場面を設定した上で実践的に学ぶ。「文法」の

授業のような講義形式ではなく，参加者がこれ

まで学んだ日本語力を総合的に使うことがで

きるように，参加者主体の授業をすすめる。

「通じればいい」という姿勢ではなく，「相手に

対して失礼にならない日本語で話す」という姿

勢で授業に臨むことが大切。そのために，授

業では，敬語や待遇表現などの日本語の側

面だけでなく，話すあるいは相手の話を聞く際

の態度についても学び，それを使えるように練

習する。 

■成績評価方法・基準：出席および授業活動

への参加度５０％，聴解テストおよびプレゼン

テーション５０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは授業で

配布する。  

■参考文献：必要なものは授業で紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

  

Ｊ８―５Ｂ          新座 

（キャリアジャパニーズＢ） 
 

担当者：栗田 奈美 (Kurita, Nami)  

開講学期：後期 

単位数：１単位 

Ｊ８―７１          新座 

（ビジネス日本語口頭１） 
 

担当者：栗田 奈美(Kurita, Nami) 

開講学期：前期 

単位数：１単位 
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■授業の目標：ビジネスで必要とされる談話レ

ベルの日本語力（聴解，発話）を身につける。 

■授業の内容：ビジネス場面で必要とされる

高度な口頭日本語能力について，実践的に

学び，それが使えるように練習する。また，プレ

ゼンテーションの仕方についてもスキルアップ

を目指す。ビジネス日本語口頭２では，短い

構文レベルではなく，交渉や苦情処理，営業

などを扱う。 

■授業計画：敬語や待遇表現など，構文レベ

ルのビジネス日本語能力を前提として，さらな

るビジネス日本語能力の向上を目指す。具体

的には，交渉・苦情処理・営業・会議でのプレ

ゼンテーションなど，比較的長く，相手との複

雑なインターアクションが必要とされる日本語

について，実践的に授業を行うため，受身で

はない，参加者の積極的な関与が望まれる。 

■成績評価方法・基準：出席および授業への

参加度５０％，ロールプレイまたはプレゼンテ

ーション５０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは授業で

配布する。 

■参考文献：必要なものは授業で紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

 

■授業の目標：日本でのビジネスに必要な日

本語能力（読解，作文）について学び，使える

ようになる。 

■授業の内容：日本で就職したり，日系企業

で働いたりする際に必要となるビジネス文書の

読解や作成について，具体例を挙げながら実

践的に学び，実際にビジネス文書が読め，作

れるところまで練習する。 

■授業計画：ビジネス場面で使われる様々な

文書（報告書，提案書，依頼書など）の実例を

使い，形式や語彙，文型などについて学ぶ。

さらに，参加者自らがビジネス文書を作成し，

学んだ語彙や文型などを使えるようになるまで

繰り返し練習する。 

実際の文書だけでなく，ビジネスでメールを使

う際の形式やルール，マナーについても学び，

様々な場面を設定して実際にメール作成を行

う。 

■成績評価方法・基準：出席および授業への

参加度３０％，授業や宿題などで作成する文

書やメール４０％，最終課題として提出する文

書・メール３０％ 

■テキスト：指定しない。必要なものは授業で

配布する。 

■参考文献：必要なものは授業で紹介する。 

■準備学習・その他（ＨＰ等）：必要な準備学

習については，毎回の授業で指示する。 

 

 

Ｊ８―７２          新座 

（ビジネス日本語口頭２） 
 

担当者：栗田 奈美(Kurita, Nami) 

開講学期：後期 

単位数：１単位   Ｊ８－７１を先修 

Ｊ８―８           新座 

（ビジネス日本語（文書）） 
 

担当者：高橋 雅子(Takahashi, Masako) 

開講学期：後期 

単位数：１単位 
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